







その他のタイトル The Discourse Functions and the Word Order
Principles of Japanese Copula Sentences : ‘A


























考えることができるように思われる。   
まずひとつは，「情報の喚起力」という観点から見る立場である。これは，  
文の特定要素の示す情報が聞き手の意識の中でどのような認知状態にあるのか  
に着目するもので，発話の時点で「ある指示対象がどの程度聞き手の意識にの   
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ぼっているか（あるいはのぼりうるか）」を問題にするものである。このよう  



















l．対象喚起的立場と命題伝達的立場   
1．1対象喚起的立場：「は」「が」の使用条件   





（1987）がある。   
ハインズは，「は」が文脆から喚起された情報や推論可能な情報を表す名詞  
句に伴うだけでなく，プリンスが「未使用情報」や「つながりのある新規情報」  
と名付けた新Lい情報を表す名詞句にも伴いうると主張する一方で，「が」に   
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非包含的推論  包含的経論  文脈的喚起   壌廊的喚起  
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たい。   
この調査は，エッセイ集や一般向けの雑誌から「AがBだ」の用例111例を   
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収集し，その名詞句Aの親近性を判定したものである。以下，プリンスの分類  
項目と，それぞれに該当すると考えられる用例をあげることにする。  









③ 未使用情報：恒常的な記憶のストックの中に蓄えられているが該当の談話   
では使用されていない情報＝…・・‥該当例なし  

















（∋ 場面によって喚起されている情報：眼前に存在するものや話し手・聞き手   
など，発話場面を構成している情報………該当例なし   
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収集した111例を以上のような基準に基いて分類した結果は以下の通りである。  
表1 「AがBだ」「A」の親近性  
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥   
22  1Z  O  17  14  46  
19．8％ 10．8％  0％  15．3％ 12．6％  41．4％  
（訂  計  
0  111  


















A  B  
指定文  指示名詞句（値名詞句）  非指示名詞句（変項名詞句）  
同一性文 指示名詞句（トークン指示）  指示名詞句（トークン指示）  
同定文  指示名詞句（タイプ指示）   指示名詞句（トークン指示）  
例えば，「あそこに立っている人が幹事だ」という文は，「幹事はだれかとい  
うとあそこに立っている人である」とパラフレーズでき，変項名詞句「幹事」   


















表2 「AがBだ」の「B」親近性  
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  計  
6  5  6  57  16  19  2 111   
5．4％  4．5％  5．4％  51．4％ 14．4％ 17．1％ 1．8％  100％  
表3 「AのがBだ」の「B」の親近性  
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  計  
42  3  0  16  11  27  6  105   




占めることになる。そしてさらに目を引くのは表3に示した結果である。「A   




















ことにする。   
これまでの研究では十分な扱いを受けてこなかったこの種の用法に着目し，  


































ものであることを明らかにしたいと思う。   
2．「A（の）がBだ」の談話様能   
2．1特立提示横能と焦点提示機能   
ヘリングとパオリロ（1995）は「話し手が特に目立たせようとしている情報」  
を「焦点化された情報」と呼び，このような意味での「焦点」を問題にする場  
合に少なくとも「特立提示焦点（presentationalfbeus）」と「WH焦点（WH   































で，例えば英語では疑似分裂文や右方転移文がその事例であるとされている。   
短期記憶の中では最も新しく聞いたことが最も記憶に残りやすい。この事実  
を考えると，文末に重要な情報を位置づけるというのは十分に納得できること   





























（9）今の若い人は，旅に行ってモノに出会おうとするけど，ばくは   





























なる意味構造を持つという我々の主張を裏付けるものである。   




① 「A（の）がBだ」に「何だと思う？」という挿入句を差し挟み，「A  
（の）が，何だと思う？，Bだ」とすることができる。  






















した。しかしケプラーは気をとりなおし，もう一度出なおします。そし   


























る情報に，さらに新たな情報をつけ加えて特立的な資格を叙述し，その資格を   
















一層容易に行われるようになるのである。   
次の表は，後項特立文と前項焦点文それぞれのB項が後続談話に持続するか  
どうかを調べたものであるLll）。  
表4 後項特立文のBの持続率  
総 数  持続する文の数  持続翠  
「AがBだ」  23  14  60．9％  
「AのがBだ」  60  56  93．3％  
計  83  70  84．3％  
表5 前項焦点文のBの持続率  
総 数  持続する文の数  持続率  
「AがBだ」  88  21  23．9％  
「AのがBだ」  45  13  28．9％  
計  133  34  25．6％  
この表から明らかな通り，後項特立文のBは前項焦点文のBと比べてはるかに   
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高い割合で後続談話に持続している。B項が特立的に提示され，後続談話にお  
けるB項の想起が行われやすくなるという我々の主張の正しさを証拠立てる調  









いう語順のあり方になっているわけである。   
以上のことから，対象喚起的な側面からの語順の原理として「関連する情報  

















世界の多くの言語の中で特に珍しいものではない。聞き手との間の情報量の差   

































ついても，その一端を観察し得たと考える。アイデアの点描の域を出ないもの   
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ではあるが，ご叱正をいただければ幸いである。  
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のこと。   
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